
2007

4/15
３
月
21
日
、
国こ

く

宝ほ
う

・
彦
根
城
築
城
４
０

０
年
祭
が
開
幕
し
ま
し
た
。

表
門
付
近
で
行
わ
れ
た
開
場
式
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
約
１
、
０
０
０
人
が

見
守
る
な
か
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
彦
根
城
博
物
館
で
行

わ
れ
た
開
会
式
典
で
は
、
来
賓
な
ど
２
１

５
人
が
出
席
し
、
徳と

く

川が
わ

宗
家
第
18
代
当
主

徳
川
恆つ
ね

孝な
り

さ
ん
の
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

国
宝
・
彦
根
城
築
城
４

０
０
年
祭
実
行
委
員
会
（

彦
根
城
築
城

４
０
０
年
祭
推
進
室
内
）
�
30-

６
１
４
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

▲開場式のテープカット（左上）、開会式典で講演する徳川恆孝さん（右上）、大勢の人で
にぎわう城内（左下）、天守前広場に登場した「ひこにゃん」（右下）
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情報
掲示板

情報
掲示板

農
業
濁
水
を
流
さ
な
い
で

田
植
え
前
の
強
制
落
水
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

代
か
き
や
田
植
え
の
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
農
家
の
皆
さ
ん
に

は
忙
し
い
時
期
で
す
。

こ
の
時
期
、
農
作
業
に
よ
る
濁
水

が
流
出
す
る
と
、
び
わ
湖
の
水
質
を

悪
化
さ
せ
、
魚
な
ど
、
生
き
物
が
住

み
に
く
く
な
り
ま
す
。「
環
境
こ
だ

わ
り
農
業
」
を
目
指
し
て
、
近
江
米

生
産
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
濁

水
を
流
さ
な
い
農
業
を
実
践
し
ま
し

ょ
う
。

◆
け
い
畔
の
点
検
、
あ
ぜ
塗
り
、
ま

た
は
あ
ぜ
シ
ー
ト
を
設
置
し
ま
し

ょ
う
。

◆
代
か
き
は
浅
水
で
行
い
、
濁
水
を

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
田
植
え
前
の
強
制
落
水
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
課
�

30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９

６
７
６
番

農
地
法
に
か
か
る
申
請
な
ど
の

締
切
日
が
変
わ
り
ま
す

農
地
法
第
４
条
、
第
５
条
な
ど
、

こ
れ
ま
で
、
県
に
あ
っ
た
許
可
権
限

が
４
月
か
ら
、
市
に
移
譲
さ
れ
ま
し

た
。権

限
移
譲
に
よ
っ
て
、
事
務
処
理

期
間
が
短
縮
さ
れ
る
た
め
、
農
地
法

に
か
か
る
申
請
な
ど
の
提
出
期
限

を
、
こ
れ
ま
で
の
毎
月
10
日
か
ら
、

毎
月
20
日
に
変
更
し
ま
し
た
。

な
お
、
市
街
化
区
域
の
転
用
届
出

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
毎

月
10
日
、
20
日
、
月
末
が
提
出
期
限

と
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会

事
務
局
�
30-

６
１
３
３
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

ご
覧
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
の
価
格
等

平
成
19
年
度
の
縦
覧
・
閲
覧

平
成
19
年
度
の
固
定
資
産
税
額
の

も
と
に
な
る
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
の
価
格
（
評
価
額
）
な
ど
を
、
３

月
末
に
決
定
し
ま
し
た
。
新
し
い
価

格
な
ど
を
次
の
と
お
り
開
示
し
て
い

ま
す
。

平
成
19
年
度
は
、
土
地
・
家
屋
の

価
格
を
全
面
的
に
見
直
す
３
年
に
１

度
の
「
評
価
替
え
」
の
年
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
地
価
の
下
落
が
顕
著
な

土
地
に
つ
い
て
は
価
格
を
修
正
し
て

い
ま
す
。

■
縦
覧

納
税
者
が
、
自
分
の
資
産
の
評
価

額
が
適
正
か
ど
う
か
、
ほ
か
の
資
産

の
評
価
額
と
比
較
し
て
確
認
す
る
も

の
で
す
。

期
間

５
月
31
日
�
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

場
所

税
務
課
（
市
役
所
２
階
）

縦
覧
で
き
る
人

今
年
の
１
月
１
日

現
在
で
、
市
内
に
課
税
対
象
の
土

地
・
家
屋
を
所
有
す
る
人

縦
覧
の
対
象

土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
　
※

縦
覧
帳
簿
に
は
、
土
地
・
家
屋
の

所
有
者
や
税
額
は
記
載
し
て
い
ま

せ
ん
。

■
閲
覧

納
税
義
務
者
が
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
自
分
の
資
産
に
つ
い
て
記
載

さ
れ
た
部
分
を
確
認
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
借
地
人
・
借
家
人
も
、

使
用
・
収
益
の
対
象
と
な
る
資
産
の

課
税
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
人

納
税
義
務
者
（
所

有
者
）
と
そ
の
同
居
の
親
族
、
ま

た
は
借
地
人
・
借
家
人
　
な
ど

閲
覧
の
対
象

土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
の
各
固
定
資
産
課
税
台
帳
、

名
寄
帳

縦
覧
・
閲
覧
さ
れ
る
場
合
は
、
本

人
確
認
が
で
き
る
書
類
な
ど
を
提
示

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
縦
覧
・
閲
覧

で
き
る
人
の
条
件
や
、
本
人
確
認
の

方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、

税
務
課
資
産
税
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
不
服
申
立
て
に
つ
い
て

平
成
18
年
中
に
、
新
築
・
増
築
さ

れ
た
家
屋
、
ま
た
は
、
地
目
変
更
や

価
格
の
修
正
の
あ
っ
た
土
地
の
所
有

者
で
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合

は
、
価
格
が
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
日

（
３
月
末
日
）
か
ら
納
税
通
知
書
の

交
付
を
受
け
た
日
の
後
60
日
の
間

に
、
彦
根
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
に
対
し
て
、
審
査
の
申
し
出
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産
税

係
�
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

３
０
５
２
番

交
通
災
害
共
済
の

加
入
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

毎
年
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

加
入
い
た
だ
い
て
い
る
交
通
災
害
共

済
。
平
成
19
年
度
分
の
加
入
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
。
ま
だ
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
書
は
各
戸
に
郵
送
し
て
い
ま

す
が
、
見
あ
た
ら
な
い
場
合
は
、

生
活
環
境
課
で
再
発
行
し
ま
す
。
気

軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口

◆
金
融
機
関
（
次
の
す
べ
て
の
店
舗
）

滋
賀
銀
行
、滋
賀
中
央
信
用
金
庫
、

び
わ
こ
銀
行
、
東
び
わ
こ
農
業
協

同
組
合
、
郵
便
局
（
近
畿
圏
内
）

◆
生
活
環
境
課
（
市
役
所
１
階
①
番

窓
口
）

◆
支
所
・
各
出
張
所

◆
Ｗ
Ａ

わ

っ
と
ね
す
春
日
（
犬
方
町
）

◆
東
山
会
館
（
里
根
町
）

※
口
座
引
き
落
と
し
に
よ
る
納
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

掛
け
金

一
人
に
つ
き
５
０
０
円

加
入
期
間

加
入
日
の
翌
日
か
ら
、

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

見
舞
金
の
請
求
は
、

事
故
か
ら
一
年
以
内
に
！

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
て
い
る

人
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
は
、

災
害
見
舞
金
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ

い
。
請
求
期
間
は
、
事
故
の
発
生
日

か
ら
一
年
以
内
で
す
。
一
年
を
過
ぎ

る
と
見
舞
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
�

30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０

３
９
５
番

宝
く
じ
の
助
成
金
で

屋
外
放
送
設
備
を
整
備

宝
く
じ
助
成
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
�
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
収
益
金
を

財
源
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。平

成
18
年
度
は
、
高
根
町
自
治

会
（
鳥
居
本
町
）
が
、
こ
の
制
度

を
利
用
し
て
、
屋
外
放
送
設
備
を

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推

進
室
�
30-

６
１
１
７
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

彦根城博物館の催し

国宝・彦根城築城400年祭協賛
開館20周年記念

第4 0回 彦根城能
日　時 ４月21日� 13：00～

場　所 彦根城博物館　能舞台

演　目 観世流　能「養老」水
すい

波
は

之
の

伝
でん

観
かん

世
ぜ

鉄
てつ

之丞
のじょう

大蔵流狂言「素
す おう

落
おとし

」 茂
しげ

山
やま

千
せん

五
ご

郎
ろう

観世流仕舞「三井寺」 片
かた

山
やま

九
く

郎
ろう

右衛
え

門
もん

観世流　能「猩
しょう

々乱
じょうみだれ

」 片
かた

山
やま

清
きよ

司
し

入場料 A席　5,000円、B席　4,500円（全席指定）

築城400年祭記念特別講座
－彦根繁栄の基礎はどのように築かれたのかー

大名カルチャー学講座「彦根400年の礎
いしずえ

」
第２講「江戸時代彦根の社会」
日　時 ４月22日� 14：00～

場　所 彦根城博物館　講堂

講　師 渡辺恒一（本館学芸員）

入場料 100円（資料代）

※事前の申込は不要です。

問い合わせ・チケットの申込先

彦根城博物館�22-6100、FAX22-6520

市立幼稚園、
小・中学校は
敷地内全面禁煙になりました

４月１日から、

すべての市立幼稚

園、小・中学校にお

いて、敷地内を全

面禁煙としました。

全面禁煙は、子

どもたちの健康管理や、幼稚園や学校内にお

ける大人の喫煙が、子どもたちへ与える影響

などを踏まえて実施しています。皆さんのご

理解とご協力をお願いします。

問い合わせ先 教育委員会保健体育課

�22-8871（FAX共用）

４月
から

▲平成1 8年５月の文禄川河口付近（石寺町）

高
根
町
自
治
会
の
放
送
設
備
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〈ファミリー・サポート・センターとは〉彦根市ファミリー・

サポート・センターは、働く人の仕事と家庭生活の両立を

支援することを目的に、育児と介護の援助を受けたい人、

援助をしたい人が、お互いに有償で助け合う会員組織です。

〈内容〉有償で、子どもを預かったり、高齢者の生活の軽易

なサポートをしていただく提供会員を募集しています。入

会は無料で、特別な資格は必要ありません。「やってみよ

う」という人を対象に、入会説明会・講習会を開催しま

す。

〈募集期間〉４月16日�～５月７日� 〈受講・登録料〉無料

〈その他〉託児あり（要予約）〈申込・問い合わせ先〉 ファミ

リー・サポート・センター（ 男女共同参画センター「ウィズ」内）

�・F A X24-3920（土曜日の午後、および日・火曜日、

祝日を除く）

〈募集作品〉青少年の健全育成や非行防止、更生の支援など
社会を明るくする運動にちなんだもの　 はがきに１人

２編以内　 400字詰め原稿用紙５枚以内に縦書き。

文頭に必ず題名を書いてください 〈応募の決まり〉いずれ

も終わりに住所・氏名・電話番号を書いてください 〈対

象〉市内に在住・在勤・在学の人 〈応募期限〉５月18日�

必着 〈応募・問い合わせ先〉 子ども青少年課（〒522-

0041 平田町670）�23-9590、FAX26-1768

「男女共同参画社会」とは、男女が社会の対等なパートナ

ーとして、家庭、地域、職場などで、ともに責任を担い合

い、一人ひとりが個性や能力を発揮することができる社会

のことです。「男女共同参画フォーラム」は、この男女共

同参画社会の実現を目指して、市民一人ひとりが学習した

り、話し合ったりする「つどい」の場です。企画や運営は、

公募による実行委員会が手作りで行います。〈実行委員の

活動内容〉フォーラムの企画会議への参加（月２回程度）、

フォーラム開催当日の運営、男女共同参画に関する研修の

受講 〈フォーラムの期日・会場〉未定（実行委員会で決め

ます）〈参加資格〉市内に在住・在勤・在学の人　※経験の

有無は問いません 〈募集人数〉制限はありません 〈応募

期限〉５月14日� 〈応募・問い合わせ先〉 男女共同参画

センター「ウィズ」�24-3529（ファクス共用）、Ｅメ

ール：with.hikone@oboe.ocn.ne.jp

〈内容〉「胃ろう」とは、口から食事のとれない人が、チュ

ーブを通して、胃から直接栄養補給するために、お腹に作

られた「穴」のことです。胃ろうについて、正しい管理の

方法などを知っていただくための講演会と相談会を開催し

ます。〈日時〉５月21日�　13：30～15：30 〈場所〉市立

病院３階　講堂〈定員〉30人程度（先着順）〈応募期限〉５月

15日� 〈受講料〉無料 〈応募方法・問い合わせ先〉はが

き、ファクス、または電子メールで、市立病院企画経営課

�22-6050、FAX26-0754、

Ｅメール：info@municipal-hp.hikone.shiga.jp へ

〈内容〉庄堺公園を彩るバラ園の一部を、講習会を受講しな

がら、一年間お世話（剪
せん

定
てい

、薬剤散布、草刈りなど）して

いただきます。※用具などは参加者の負担 〈対象〉指定し

た講習会（平日で月２～３回）に必ず参加できる人 〈定員〉

５人（申込者多数の場合は抽選）

〈応募期限〉４月27日�（当日

消印有効）〈応募方法・問い合

わせ先〉はがきに住所、氏名、

電話番号、「バラ園管理ボラ

ンティア希望」と書いて

都市計画課景観・公園係（〒

522-8501 元町4-2）�30-

6124、ＦＡＸ24-8517

〈日時〉５月20日�9：00～17：00 〈場所〉 消防本部（西

今町）〈定員〉72人（先着順）〈受講料〉5,000円（テキスト代別）

〈申込期間〉４月23日�～５月18日�までの8：30～17：15
（土・日曜日、祝日を除く） 〈申込方法・問い合わせ先〉彦根防

火保安協会事務局（ 消防本部予防課内）�22-0332、

FAX22-9427へ

作文

標語

胃ろう講演会～胃ろう管理の正しい知識～彦根市ファミリー・サポート・センター提供会員

募　集

標語と作文　第57回「社会を明るくする運動」

バラ園管理ボランティア

危険物取扱者試験乙種第４類予備講習会

彦根市男女共同参画フォーラム実行委員

市職員を募集します

職　　種 助産師または看護師

受験資格 昭和37年４月２日以降に生まれ、助産

師または看護師の資格を有する人で、交替勤務

ができる人（平成20年３月31日までの取得見

込みの人を含む）

募集人員 10人程度

受付期間 平成20年１月４日�まで（祝日、土・

日曜日を除く）の８：30～17：15（消印有効）

試験日（申込期限） 毎月第２木曜日の９：00～

問い合わせ先 彦根市立病院事務局病院総務課�

22-6050（内線3516）、FAX26-0754へ

助産師・看護師
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健康管理だより
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※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

５月前半

１日�

２日�

７日�

８日�
９日�

10日�

11日�

14日�

15日�

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、
地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、
本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁目
（河原二丁目一部を含む）、三津
幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田
（大沢）、開出今藏の町団地、八坂東団地、三津、海瀬
里根、外、戸賀、小泉、開出今藏の町団地、八坂東団地、野瀬、
西今、三津、海瀬
芹川、戸賀、小泉、山之脇、開出今、三津屋、西今
後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、
開出今団地（第１・３部）、大藪、開出今、西今、三津屋
中央（第２・３部）、立花、金亀、尾末、大藪、城町一丁目、城町
二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、甘呂、宇尾、
須越
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一丁目、
中藪二丁目、中藪、長曽根南、甘呂、宇尾、須越、八坂
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、
和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後三条
（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【５月前半】

図書館休館日 3日（木・祝）、4日（金・祝）、5日（土・祝）、
７日�、14日�日祝)、10日(月)

８日�

９日�

２日�

10日�

11日�

15日�

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
J A 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WAっとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

16日�

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

５月前半

17日�
J A 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ　ー　ミ　緑　化　造　園

１３：２０
１４：１０
１５：００
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交通規制（車両通行止め）のお知らせ
ゴールデン・ウィーク期間などは、彦根城に市

内外から多くの来城者があり、相当な混雑が予想

されます。できる限り公共交通機関などでご来城

ください。また、事故防止のため、城内で交通規

制を実施しますので、ご協力をお願いします。

規制区間と規制時間

○元二の丸派出所～黒門前（右図の　　　部分）

期間中の毎日　　　　　　 9：00～18：00

○いろは松～彦根東高校前（右図の　　　部分）

4月28日�～5月6日�
9：00～18：00

5月12日�、同13日�

※天候などにより、規制時間を短縮する場合があ

ります。

問い合わせ先 国宝・彦根城築城400年祭実行委員会（ 彦根城

築城400年祭推進室内）�30-6141、FAX22-1398
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▲庁舎１階で、南米系市民の相談を通訳をする
クリスチアーネさん（写真奥左）


